
あきる野市子ども・子育て支援総合計画（第５章教育・保育、地域子ども・子育て支援事業）の計画値と実績値の乖離についての理由及び課題

事業名
乖離状況

【計画値と実績値との比較】
理    由

(担当課から提出された回答を元に記載しています。）

「子ども・子育て支援総合計画（第
５章）令和２年度実績及び令和３年
度進捗状況について」
     掲載ページ

担当課

  幼児期の学校教育【幼稚園・認定こども園】
                （１号認定）

▲30.2%
 利用者数が計画値より少なかったのは、０歳から５歳の子どもの人口減少や新型コロナウイルス感染症の影響が
考えられる。

P４ 保育課保育係

(２) 時間外保育事業（延長保育事業） ▲15.9%
 利用者数が計画値に比べて大きく減少したのは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための登園自粛の影響が
考えられる。

P８ 保育課保育係

(３) 放課後の活動支援
  （新・放課後子ども総合プラン）
  （放課後子ども教室）

+16.7%

  令和２年度の設置箇所数が計画値より上回ったのは、当初計画では令和３年度に増設する予定だった１箇所が、
令和２年度に早まったため。
  また、隔年で1ヵ所以上の開設を行う予定だったが、学校との調整などにより、令和4年度及び令和5年度に１校ず
つ開設する予定となっている。

P10 生涯学習推進課生涯学習係

(５) 乳児家庭全戸訪問事業 ▲14%  訪問件数が計画値に比べて大きく下回ったのは、出生数の減少によるものと考えられる。 P12 健康課母子保健係

(６) 児童虐待防止対策
    （養育支援訪問事業・要保護児童対策地域協議会）

専門的相談支援 ▲66.8%
育児支援ヘルパー派遣 ▲29.2%
個別ケース検討会議 ▲13.3%

 専門的相談支援が計画値に比べて大きく下回ったのは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、電話での相
談対応が増えたため。
 育児支援ヘルパー派遣や個別ケース検討会議が計画値に比べて下回ったのは、対象者ケースが減少したため。

P13
子ども家庭支援センター
相談係

(７) 地域子育て支援拠点事業 ▲68.0%
 利用者数が計画値より少なかったのは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、予約制にして人数を制限し
た影響が考えられる。
 また、講習会も中止や延期とした。

P14
子ども家庭支援センター
子育て支援事業係

(８) 一時預かり事業
    （幼稚園在園児対象の預かり保育事業）

▲45.6%
 利用者数が計画値に比べて大きく減少したのは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための登園自粛の影響が
考えられる。

P15～16 保育課保育係

(８) 一時預かり事業
    （その他の一時預かり事業 保育施設等）

+35.6%  実施施設が増えたことにより、利用者が増えたため。 P15～16 保育課保育係

(８) 一時預かり事業
    （その他の一時預かり事業 一般型）

▲43.1%
 利用者数が計画値より少なかったのは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、一定期間、原則休止とした
ことや人数制限をした影響が考えられる。

P15～16
子ども家庭支援センター
子育て支援事業係

(９) 病児・病後児保育事業 ▲81.0%
 利用者数が計画値より少なかったのは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための対策により、上気道炎様症
状の病児の受入や人数を制限した影響が考えられる。

P17
子ども家庭支援センター
子育て支援事業係

(10) ファミリー・サポート・センター事業
乳幼児 ▲29.8％

 １～４年生 ▲31.0％
 ５～６年生 ▲67.2％

 利用者数が計画値より少なかったのは、新型コロナウイルス感染症の影響で依頼会員が利用を控えたことが考え
られる。

P18
子ども家庭支援センター
子育て支援事業係

(11) 妊婦健康診査 ▲11.5%
 見込んでいた妊婦健康診査の受診券配布人数に比べて大きく下回ったのは、実際の妊娠の届出が減少したことと
考えられる。

P20 健康課母子保健係

３ 幼児期の学校教育・保育

４ 地域子ども・子育て支援事業

【課題】

  乖離の理由として新型コロナウイルス感染症を要因として考えられている事業や出生数及び人口の減少が考えられる事業が挙がった。
  出生数や人口の推計については推移を注視する必要があると考えられる。 

資料２-


